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学
生
生
活

　

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
十
一
月
三
日
日
本
国
憲
法
が
公

布
さ
れ
た
。
こ
の
憲
法
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

（
G 

H 

Q
）
が
日
本
の
民
主
化
の
た
め
大
日
本
帝
国
憲
法
の
改
正

に
乗
り
出
し
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
と
日
本
政
府
の
間
で
た
び
た
び
折

衝
を
行
っ
た
結
果
、
同
年
六
月
二
十
日
に
政
府
が
、
憲
法
改
正
案

を
第
九
〇
回
帝
国
議
会
に
大
日
本
帝
国
憲
法
第
七
十
三
条
に
従
い

勅
令
を
付
し
て
提
出
し
、
十
月
七
日
衆
議
院
で
貴
族
院
の
回
付
案

に
同
意
し
、
す
べ
て
の
議
会
手
続
き
を
終
了
し
て
成
立
し
た
。

　

そ
の
間
の
八
月
二
十
一
日
に
は
、
文
部
次
官
山
崎
匡き
ょ
う

輔す
け

か
ら

官
公
私
立
大
学
高
等
専
門
学
校
長
地
方
長
官
宛
に
「
改
正
憲
法
の

精
神
並
に
趣
旨
の
徹
底
方
に
つ
い
て
」（
発
学
三
八
二
号
）
が
発

せ
ら
れ
、
教
職
員
お
よ
び
学
生
生
徒
児
童
各
自
が
よ
く
改
正
憲
法

の
精
神
と
趣
旨
と
を
理
解
し
新
た
に
公
民
意
識
を
振
る
い
起
こ
す

こ
と
が
き
わ
め
て
必
要
な
こ
と
と
し
、
改
正
憲
法
公
布
に
あ
た
っ

て
は
、
学
校
は
改
正
憲
法
発
布
当
日
平
常
の
授
業
を
休
み
、
学
校

長
よ
り
教
職
員
お
よ
び
学
生
生
徒
児
童
に
対
し
て
、
改
正
憲
法
の

精
神
並
び
に
趣
旨
お
よ
び
教
育
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
訓
話
を
な

す
こ
と
と
、
な
る
べ
く
学
校
長
に
お
い
て
適
当
と
認
め
る
各
種
の

有
意
義
な
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
等
四
点
に
つ
い
て
配
慮
を
求
め

た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
日
本
国
憲
法
公
布
に
際
し
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
早
稲
田
大
学
で
は
十
月

二
十
四
日
か
ら
三
日
間
に
わ
た
っ
て
大
隈
講
堂
で
新
憲
法
講
座
が

公
開
さ
れ
た
。

　

本
学
で
は
、
十
一
月
三
日
か
ら
九
日
ま
で
一
週
間
「
中
央
大
学

憲
法
発
布
記
念
祭
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
十
月
三
十
一
日
に

各
方
面
に
十
一
月
三
日
の
新
憲
法
発
布
記
念
日
に
あ
た
り
午
後
一

時
よ
り
講
堂
に
お
い
て
中
央
大
学
主
催
で
記
念
式
を
挙
行
す
る
こ

と
と
引
き
続
い
て
記
念
行
事
を
行
い
、
授
業
を
臨
時
休
講
と
す
る

こ
と
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。

　
「
中
央
大
学
憲
法
発
布
記
念
祭
行
事
表
」
に
よ
る
と
、
三
日
午

後
一
時
か
ら
学
校
主
催
の
記
念
式
典
祝
賀
会
、
四
日
午
前
十
時
か

ら
音
楽
会
主
催
の
軽
音
楽
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
会
、
午
後
一
時

か
ら
演
劇
研
究
会
主
催
で
有
島
武
郎
原
作
の
「
ド
モ
又ま
た

の
死
」
の

公
演
、
五
日
午
前
十
時
か
ら
辞
達
学
会
主
催
で
都
下
一
三
大
学
か

ら
集
ま
っ
た
弁
士
一
三
人
に
よ
る
各
大
学
対
抗
弁
論
大
会
、
午
後

一
時
か
ら
は
映
画
研
究
会
主

催
の
映
画
祭
と
し
て
、
吉
村

公
三
郎
監
督
と
淀
川
長
治
の

講
演
、
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
の
音

楽
映
画
、
横
光
利
一
原
作
の

「
家
族
会
議
」
と
「
王
国
の

鍵
」
が
上
映
さ
れ
た
。
六
日

午
前
九
時
か
ら
工
専
祭
と
校

内
体
育
大
会
（
野
球
大
会
・

相
撲
大
会
・
卓
球
大
会
・
排

球
〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
大

会
）
が
行
わ
れ
、
七
日
午
前

九
時
か
ら
予
科
祭
と
専
門
部

祭
が
開
か
れ
、
八
日
に
は
陸

上
競
技
部
主
催
で
練
馬
運
動

場
に
お
い
て
運
動
会
が
開
か

れ
た
。
ま
た
、
期
間
中
の
四

日
か
ら
九
日
に
か
け
て
山
岳
会
主
催
の
山
岳
展
と
社
会
科
学
研
究

会
に
よ
る
レ
ー
ニ
ン
マ
ル
ク
ス
展
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

記
念
祭
に
つ
い
て
『
中
央
大
学
新
聞
』
第
二
五
四
号
「
論
説
」

は
、
準
備
期
間
も
少
な
く
、
十
分
な
経
費
も
な
く
種
々
の
資
材
入

手
困
難
な
時
に
、
今
回
学
生
の
自
発
的
提
案
に
よ
っ
て
憲
法
発
布

記
念
大
学
祭
が
挙
行
で
き
た
こ
と
を
喜
び
、
学
校
当
局
の
幹
部

た
ち
に
昨
今
の
学
生
大
会
と
異
な
っ
た
別
の
感
慨
を
催
さ
せ
た
と

し
、
新
時
代
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、「
革
命
」
と
「
復
興
」
に
向

か
お
う
と
す
る
出
発
を
祝
福
す
る
壮
美
な
る
祭
典
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

　

敗
戦
直
後
、
新
憲
法
発
布
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
記
念
祭

は
、
敗
戦
か
ら
の
復
興
と
い
う
社
会
的
課
題
を
担
い
つ
つ
、
戦
前

期
に
お
け
る
大
学
主
催
の
各
種
催
物
と
一
線
を
画
す
、
学
生
が
主

体
と
な
っ
て
催
さ
れ
る
大
学
祭
へ
と
変
質
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
大
学
祭
は
、
翌
年
以
降
も
継
続
さ
れ
、
本
学
で
は
、

五
七
年
か
ら
は
「
白
門
祭
」
と
い
う
独
自
の
呼
称
で
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
本
学
に
お
け
る
大
学
祭
の
は
じ
ま
り
で

あ
っ
た
。
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